





































































この論文は 1966 年に刊行された Les études philosophiques が初出だが、その際の










































































































・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
、それは第三者を措定し
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
、そしてこれを
・ ・ ・ ・ ・ ・
排除しようと
・ ・ ・ ・ ・ ・
することで


















































































































・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
、ある抽象的な存在を再
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
認することと
・ ・ ・ ・ ・ ・
、この再認に関して
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
同意することは同一不可分の行為な
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
のである
・ ・ ・ ・
。言い換えると、誤記を除去する行為、つまり雑音を除去す
る試みは、抽象的な形態を理解するための条件である
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
と同時にコミュ
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ニケーションが成功するための条件


























・ ・ ・ ・ ・ ・
 L’Universel en soi で
ある。こうすることにより、私は形態が隠しているもの、つまり、誤
記、混信、雑音を取り除き、我々にとっての普遍
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・









・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
とする最
・ ・ ・ ・
初の努力はある形態を
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
その経験的な表現から独立させようとする努力









































































・ ・ ・ ・ ・ ・
」37と述べていることからも理解できる。また、セール
は「数学が存在しないとすれば
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
、経験論がいつも
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
正しいことになるであろう
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